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【平成２６年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 
 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 
○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 
 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 
（意見等） 
社会基盤としてのソフトウェアの安全性・信頼性確保のための検証技術の確立と実証は地道な努力を

要する重要課題であるが、本研究は形式仕様記述言語 CafeOBJ とそれに基づく証明スコア法を、中核

技術と応用の両面から順調に発展させている。適用事例として選ばれたソフトウェア自動更新及び車載

OS 標準はいずれもそれ自身高い重要性を持つ。成果普及への努力も見られるが、研究目標及び研究成

果の公表内容が全般に抽象的であり、成果の社会還元のために、具体的なアピールポイントや到達点、

他技法と比べた優位性、技術の適用に係るコストなどを分かりやすく提示してゆくことが望まれる。専

門家以外を対象とした形式技法の国内外での普及活動にも一層の努力を期待する。 


